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障がい特性にあった専門的な相談

在宅の障がい児（者）の皆さんやその家
族の方々が安心して地域で暮らせるよう、
身近な地域での療育指導や療育相談等の
支援活動を行っています。

また、障がい児（者）の通う、保育所・
幼稚園・学校・事業所などに専門のス
タッフが出向き、障がい児（者）に対す
る療育の技術の伝達や助言を行います。

学校や保育園、幼稚園、児童の保護者様などへ、福祉サービスと事業所の周
知のためのツールを教育部会で作成することになり、周知方法や掲載内容に
ついて協議しました。

福岡県障がい児等療育支援事業

地域支援センター「よろず屋」

あおぞら、よろず屋、ねんりん
イエロー、ココkara、未来塾
筑後市スクールソーシャルワーカー
こども家庭サポートセンター
県南障害者サポートセンター
ちゃおちゃお（相談）
ちゃおちゃお（放デイ）
筑後特別支援学校、ちくたくネット
筑後市役所福祉課、事務局

14事業所 19名参加

Zoom開催

福祉サービスの周知のためのツール制作

参加者からの意見

教育部会参加の全事業所の紹介と福祉サー
ビスご利用の流れなどを載せたパンフレッ
トを制作して配布することに決まりました。
各事業所の詳細は、QRコードから自社
ページへアクセスできるようにします。
また、専門用語やサービスにかかる費用、
事業所の位置情報なども掲載し、内容がわ
かりやすいパンフレットを作成したいと思
います。今回は、パンフレットの中身につ
いての協議でしたので、次回は、パンフ
レットのデザインや標題など、全体的なこ
とを検討し今年度中に完成、配布ができれ
ばと思います。

●紙のパンフレットを作成し、QRコードを活用する
●未就学児については、子育てガイドブックの内容を変更する
●専門用語の説明を載せる際、保護者が不安になるような
言葉は避ける

●筑後市全体の地図を掲載し、事業所の場所がすぐわかるようにする
●福祉サービスご利用までの流れを掲載


